
２回の適期防除で
イネカメムシの被害を防ぎましょう！

１ イネカメムシの発生状況

写真イネカメムシ
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【2025年】
・発生地域が県北部まで拡大
・県南部の発生量は多かったが、
適期防除の徹底で被害抑制

【2026年】
・県中東部でも越冬量の多い地点を確認

防除水準を０～１回に戻すと、
被害の再発に繋がる懸念がある！

→令和８年産も２回防除は必須

図１ 栃木県の発生越冬確認状況（2026年2月）

※図中の数値は、確認地点数/調査地点数
赤：2026年の越冬確認地域（注意が必要）
黄：前年までに発生が確認されている地域

表 越冬世代と当年世代の捕獲数の推移

図２ イネカメムシの発生地域における斑点米カメムシの防除対策

２ 防除対策
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